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1. まえがき

 近年，Set Top BoxやD-VHSなどAV機器のディ

ジタル化が進み，そのディジタルインターフェー

スとして IEEE1394 (3) をサポートする機器も普

及しつつある。またインターネットをとりまく環

境の急激な進歩や BS ディジタル放送など情報イ

ンフラが整備されてきたことにより，ネットワー

ク経由で多大なディジタルコンテンツが家庭の中

に入ってくるようになってきた。これらのコンテ

ンツを家庭内の様々なシチュエーションで効果的

に扱えるようにするためには，外部ネットワーク

とデジタルストレージデバイス，あるいはディス

プレイデバイスとのディジタルネットワーク接続

が不可欠である。このような家庭内のディジタル

AV機器を賢く，柔軟に接続するためにHAVi(Home
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Audio/Video Interoperability)(1) が開発された。

HAViは家庭内におけるディジタルAV機器をメー

カーや機種にとらわれることなく相互に接続する

ための基本仕様である。HAViの検討は1996 年に

ソニーとフィリップスによって開始され，その

後，家電メーカーである東芝，松下，日立，シャー

プ，トムソン，グルンディッヒが加わり，合計 8

社で仕様の作成が進められ，2000 年 1 月にバー

ジョン1.0の仕様書が発行された。またHAVi仕様

の普及と発展のためにHAVi 推進協会(2)が設立さ

れ，当社もメンバー会社としてテクニカルワーキ

ンググループの活動に参加している。

本稿ではHAViで提供される機能を中心に概要を述

べ，その後AV機器制御モデルとHAViソフトウェア

構造，さらに提供されるサービスについて解説する。
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2. HAVi の特徴

HAVi の最大の目的はホームネットワークで接

続されたディジタル A V 機器を分散コンピュー

ティングプラットフォームとみなして，この上で

動作する分散アプリケーションがそれぞれ協調し

てそのタスクを実行できるような仕組みを提供す

ると共に，異なったメーカーの製品の相互接続・

相互運用を確保することにある。HAVi アーキテ

クチャはこのためのサービスを提供するソフト

ウェアを定義したミドルウェア仕様であると共

に，分散型アプリケーションを開発するための

APIのセットを提供している。  HAViの特徴につ

いて以下に述べる。

2.1 プラグアンドプレイのサポート

機器がネットワークに接続された際にコント

ローラが機器を認識し，必要なソフトウェアを自

動インストールしてGUIなどをユーザーに提供す

る。HAVi 準拠機器であれば異なるメーカーの機

器でも制御できる。

2.2 従来製品のサポート

家庭内の AV 機器がすぐに HAVi 対応のネット

ワーク機器になるわけではないので，HAVi に対

応していない従来製品も制限付きではあるが

HAVi コントローラから制御できるような仕組み

を提供している。

2.3 将来発売される製品にも対応

HAVi コントローラは新たな機器がネットワー

クに接続された際に，機器を制御するための制御

情報を機器から取り出して機器を認識し，さらに

制御プログラムをインストールして実行するとい

う仕様になっているので，この制御情報により未

知の製品にも対応できる。

2.4 リソースマネジメント

A V 機器をネットワークで接続すると複数の

ユーザーまたはアプリケーションが同時に機器に

アクセスしてお互いの動作を妨げるということが

起こり得る。これを解決するために排他制御を行

い，さらにアプリケーション間で調停を行う仕組

みを提供する。またホームネットワークに接続さ

れた複数の機器を組合わせた予約動作を可能にす

る。HAViのコントローラは各機器の予約状態など

必要なリソースの状態を管理するため，予約時に

予定時刻における動作が可能かどうかを確認する

ことができる。また予約している機器がネット

ワークから外れたなど，予約動作が実行できない

状態になった場合にはアプリケーションに対し通

知を行う。

2.5 Java のサポート

HAVi は Java(JDK 1.1 準拠)をサポートしてい

るため，メーカーやプラットフォームに依存しな

いアプリケーションを開発することが可能であ

る。HAVi Java APIというパッケージが提供され

ている。

3. HAVi の AV 機器制御モデル

3.1 Device Class

HAViではホームネットワークに接続するAV機器を

図1に示す4つのカテゴリーに分類する。 FAV，IAV，

BAVがHAVi準拠機器となりそれぞれのレベルに応じて

要求事項が決められている。またHAViのコントロー

ラになれる機器はFAVとIAV，コントロールされるの

みの機器はBAVとLAVとして明確に区別されている。

HAVi 準拠機器には SDD(Self Describing

Device)データと呼ばれるHAVi機器としてのプロ

フィールや制御情報を含んだデータがConfigura-

tion ROM(3),(4)中に置かれる。SDDデータに含まれ

る情報は下記の通りである。

図１  HAVi のデバイスクラス
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(1)HAVi Device Profile

デバイスクラスやベンダー情報，HAVi機器

としての能力を記述

(2)HAVi User Preferred Name

HAVi 準拠機器ではユーザーが自由に名前

を付けることができる。これを書きこむた

めのエリア

(3)HAVi DCM，HAVi DCM Profile，HAVi DCM

Reference

DCMと呼ばれる制御プログラムとその属性

情報，URL 情報などを記述

(4)HAVi Device Icon Bitmap

HAVi 機器を表すアイコンのデータ

3.2 DeviceとFunctional Component

HAVi では機器全体(Device)と，機器に含まれ

る機能要素(Functional Component)を区別して扱

う。例えば D-VHS という機器には Tuner と Tape

Recorderという機能要素が含まれる。電源のON/

OFF は機器に対する制御であるが，Tuner の選局

やテープの再生はそれぞれの機能要素に対する制

御となる。HAViにおける制御とは，機器単位とい

うよりは主に機能要素単位の制御が中心である。

コントローラはネットワーク接続された AV 機器

の中から必要な機能要素だけを組み合わせて利用

することができる。機器の中に複数の機能要素が

存在する場合，一つの機能要素をあるアプリケー

ションが使い，別の機能要素を別のアプリケー

ションが使うといったように一つの機器を複数の

アプリケーションで共有することもできる。

HAViでは機器固有の制御方法をカプセル化し，標

準化されたAV機器のAPIを利用してアプリケーショ

ンを開発することができるように上述した機器と機

能要素をモデル化したソフトウェアモジュールを定

義している。機器全体をモデル化したものをDCM

(Device Control Module)，機能要素をモデル化した

ものをFCM(Functional Component Module)と呼ぶ。機

器に対して1つのDCMが存在し，DCMにはその機器の

機能要素の数に応じて複数個のFCMが含まれる。

DCM は機器をホストする HAVi コントローラ上

にインストールされて動作するソフトウェアオブ

ジェクトである。HAViのアプリケーションはDCM

あるいはこれに含まれるFCMのAPIを呼び出すこ

とにより機器およびそれに含まれる機能要素の制

御を行うことができる。DCMをホストするコント

ローラとアプリケーションが動作するコントロー

ラは同じ機器である必要はなく，DCM(FCM)はホー

ムネットワーク上のリソースとして全てのアプリ

ケーションから利用できる。

3.3 DCM

 DCM には機器電源の制御や機器内部接続の設

定など機器全体に関連した基本的な制御を行うた

めのAPIと機器の状態取得のためのAPIが定義さ

れている。DCM は以下の役割を担う。

(1)機器内部コネクションの管理

機器内部のプラグ間のコネクションの確立，

切断とコネクションに関する情報提供を行う。

(2)機器の予約状況の管理

機器とこれに含まれる機能要素の予約状態

を管理し，予約の命令を受けた際にはオー

バーラップがないかどうかのチェックを行う。

(3)ユーザーインターフェースのサポート

HAVi コントローラに提供するためのユー

ザーインターフェースデータを提供する。ま

たコントローラ上で実行できる機器制御のた

めのアプリケーション自体の提供も行う。

3.4 FCM

FCMの種類としてはTuner，VCR，Clock，Camera，

AV Disc，Amplifier，Display，AV Display，

Modem，Web Proxyが定義されているが，メーカー

独自のFCMを定義することも可能である。これら

のFCMにはその機能に応じて標準的な制御を行う

ためのAPIと状態取得のためのAPIが定義されて

いる。また各種の状態変化が発生した際にはアプ

リケーションなどに通知(Notification)を送る機

能も備えている。FCM は以下の役割を担う。

(1)プラグの管理

ストリームを流すためのプラグを管理し，

ストリーム種別に関する情報を提供する。

(2)機器の利用状況の管理

FCMは複数のアプリケーション(ユーザー)
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からのアクセスに対して排他制御を行う仕

組みを提供する。また利用状況に関する情

報提供を行う。

3.5 制御モデル

AV 機器を操作する際にはコントローラ上のア

プリケーションがターゲットの機器に対して何ら

かの方法で制御命令(コマンド)を送信することに

なるが，この場合双方でコマンドの内容や手順を

取り決めておく必要がある。1394TA (5)ではAV/C

コマンド(6)と呼ばれるIEEE1394対応AV機器を制

御するためのコマンドセットを規定しており，さ

まざまな種類の AV 機器に対して標準的なコマン

ドが用意されている。異なるメーカーの機器を制

御する際にはこのような標準的なコマンドを使う

ことが一つの方法である。しかしこのコマンドに

対応していない機器や，メーカー独自の機能を機

器に組み入れたい場合には標準コマンドを使うこ

とができないため，異なるメーカーのコントロー

ラでは制御できない。この問題を解決するのが

HAViのDCMとFCMである。HAViのアプリケーショ

ンは機器を制御するためのコマンドを直接機器に

対して送信するのではなく，DCM/FCMに用意され

たAPIを呼び出す。アプリケーションが機器を制

御するための唯一のアクセスポイントがDCM/FCM

となる。DCM/FCMは呼び出されたAPIを解釈し，機

器に対応した固有のコマンドに変換して独自の方

法で機器にコマンドを送信するという仕組みに

なっている(図 2)。

DCM/FCM にはそれぞれ機器を制御するための標

準的なAPIが用意されているので，アプリケーショ

ン開発者は機器固有のコマンドを知らなくても

HAViで定義されたAPIを使ってアプリケーション

を開発することができる。これによりメーカー間

のインターオペラビリティーが実現できる。

またDCM/FCMはターゲット機器のメーカーによ

り作成されるものであるためメーカー独自の機能

を実現するAPIをDCM/FCMに追加することもでき

る。独自の機能は通常他のメーカーのアプリケー

ションでは使えないが，HAViではDCM/FCMに加え

てユーザーインターフェースやアプリケーション

自身もターゲット機器側から提供することができ

る仕組みになっているため，これらをコントロー

ラ側で利用することによりメーカー独自機能を他

社のコントローラからも利用することができる。

図 2 AV/C と HAVi の違い
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3.6 DCM のローディング

BAVおよびLAV機器のDCMはDCMコードユニット

と呼ばれる実行コード形式のファイルとして提供

される。DCMコードユニットは後述する DCM Man-

agerによってHAViコントローラ上にインストール

され，DCMとFCMがソフトウェアエレメントとして

起動される。DCMコードユニットがどこに存在する

かによって DCMは以下の 2種類に分けられる。

(1)uploadable DCM

BAV機器のSDDデータの中に格納されている

DCM。あるいはメーカーのURL から取得する

DCM。HAVi ではアップローダブルなJava の

DCMCodeUnit(jar形式)に対してのみアップロー

ドとインストールの方式が規定されている。そ

の他のものについてはメーカー依存である。

(2)embedded DCM

FAV・IAV 機器にあらかじめ実装されてい

るBAV・LAV機器のためのDCM。インストール

の方式，実装方法はメーカー依存である。

また，FAV・IAV機器自身のためのDCMはあ

らかじめ機器に組み込まれており，メー

カー独自の方法で起動される。

3.7 ユーザーインターフェース

HAVi はアプリケーションに対してユーザーと

対話するための仕組みを提供する。HAVi ではプ

ラットフォームに依存しない2つのレベルのユー

ザーインターフェースが用意されている。

3.7.1 レベル 1 ユーザーインターフェース

レベル 1 ユーザーインターフェースは D D I

(Data Driven Interaction)と呼ばれ，ディスプ

レイやリモコンなどのユーザーインターフェース

(以下 UI と記述)を扱う DDI コントローラと UI

データを提供するDDIターゲットが定義されてい

る。DDIコントローラと DDIターゲット間の情報

のやり取りは DDI プロトコルとして HAVi で規定

されている。DDIコントローラはディスプレイ機

能を持つIAV機器には必須であるがディスプレイ

機能を持つFAV機器でも実装することが推奨され

る。DDI モデルを図 3に示す。

DDI コントローラはまず DDI ターゲットと通信

してUIデータ(パネル，ボタン，アイコン，テキス

トなどのDDIエレメント)を取得し，これらをディ

スプレイ上に表示する。ここで表示される画面は

ディスプレイの能力によっては DDI ターゲット側

で意図した画面とは異なる場合もありうるが，最

低限の要求事項は規定されている。この画面に対

し，リモコン入力などユーザーからの入力があった

場合には，どの DDI エレメントに対するどのよう

なアクションであるかという通知(例えば1番目の

ボタンが押されたなど)が DDI コントローラから

DDIターゲット側に送られる。DDIターゲットはこ

れを受けて対応する DCM(FCM)の API を呼び出し，

機器に対して操作命令を送る。機器を操作したこ

とにより機器の状態が変化して画面の表示を変え

たい場合にはこの旨の通知が DDI ターゲットから

DDIコントローラに送られ，対応するDDIエレメン

トの表示を変化させる(例えばボタンの色を変える

など)。このような一連の動作によりユーザーが機

器を操作することができる。DDIエレメント自体は

(画面のデザインも含めて)DCM と共に機器側から

図 3 DDI モデル
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提供されるので，コントローラのアプリケーショ

ンはDDIプロトコルに対応することによりDCMや

FCMにメーカー独自のAPIが定義されていたとして

もこれを意識することなく機器を操作できる。

3.7.2 レベル 2 ユーザーインターフェース

レベル2ユーザーインターフェースはJavaで記

述されたアプリケーションソフトウェアで，

havletと呼ばれる。HAViではJava AWTを TVフレ

ンドリーな形(リモコンにも対応)で拡張した UI

パッケージを定義しており，これを利用して

havletを開発することができる。havletはDCMと

共に BAV 機器に搭載されており，ディスプレイ機

能を持ったFAV機器上のアプリケーションからDCM

のGet Havlet Code Unit APIを呼び出すことによ

りインストールされて動作する。havlet は機器

メーカーから DCM や FCM と共に提供されるので，

メーカー独自の機能を用いたアプリケーションソ

フトウェアを実現することができ，これを異なる

メーカーのFAV機器上で動作させることができる。

4. ソフトウェアアーキテクチャと提供さ

れるサービス

HAViのソフトウェア構成を図4に示す。この図

はFAVの場合の構成例を示している。HAViアーキ

テクチャは IEEE1394 をサポートするベンダ独自

のプラットフォーム上に実装することができる。

HAVi アーキテクチャを構成する各オブジェクト

はソフトウェアエレメントと呼ばれ，HAViの高機

能な各種サービスのためのAPIを提供する。この

APIはインターオペラビリティーAPIとして機能

するので，アプリケーション開発者はこれらの

APIを使ってプラットフォームや機種に依存しな

いアプリケーションを作成することができる。

ここでは HAVi のシステムサービス機能を実現

するソフトウェアエレメントについて解説する。

4.1 CMM1394

CMMはCommunication Media Managerの略で，

他の機器との通信プロトコルを抽象化するための

ものである。現時点では IEEE1394 のみをサポー

トしているためCMM1394しか存在しないが，将来

他のプロトコルをサポートする際にはCMMを拡張

することにより対応が可能となる。

CMM1394 は全ての FAV と IAV 機器に実装され，

他のソフトウェアエレメントに以下の IEEE1394

関連のサービスを提供する。

・Write，Read，Lockトランザクションを実行する。

・ネットワーク上の機器のGUIDのリストを提示

する。

・バスリセットを検出しイベントを発行する。

・他の機器からのトランザクションが発生した

際に，処理が必要なソフトウェアエレメント

に対して通知を行う。

図 4 HAVi ソフトウェアアーキテクチャ
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4.2 Messaging System

Messaging Systemは全てのFAVとIAV機器に実装

され，HAVi メッセージ伝送サービス機能を提供す

る。HAVi のソフトウェアエレメントは他のソフト

ウェアエレメントと通信を行う際に(API の呼び出

し，API呼び出しに対する返答，イベントやNotifi-

cationの配布など)，HAViのメッセージ伝送サービ

スを利用する。ソフトウェアエレメント間のメッ

セージ通信は同じ機器上だけにとどまらず，ネット

ワーク接続された他の機器との間でも行われる。

ソフトウェアエレメントは通信を行うために，

まずMessaging System の open 関数を呼び出して

コールバック関数を登録する必要がある(図5)。こ

の際SEID(Software Element Identifier)と呼ばれ

るホームネットワーク上でユニークな10バイトの

識別子が付与され，HAVi メッセージを伝送する際

に送信元，送信先を示す値として使用される。SEID

によりアプリケーションはソフトウェアエレメントが

どの機器上のオブジェクトであるかということを意識

することなくメッセージ伝送サービスを利用すること

ができる。

HAVi メッセージの伝送モードには相手がメッ

セージを受け取ったかどうかを確認しないSimple

モードと確認を行うReliableモードの2種類があ

る(図6)。またリモートメソッド呼び出し(RMI)をサ

ポートし，リクエスト送信のためのAPIとレスポン

ス送信のためのAPIを提供する(図7)。この仕組み

を利用してソフトウェアエレメントは他のソフト

ウェアエレメントのAPIを呼び出すことができる。

またMessaging Systemはネットワーク上のソ

フトウェアエレメントを監視するサービスを提供

しており，監視したいソフトウェアエレメントを

登録しておくと，そのソフトウェアエレメントが

消滅した際に通知を受け取ることができる。

図 5 Open 関数の呼び出し

図 6 メッセージ伝送モード
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4.4 Registry

Registryは全てのFAVとIAV機器に実装され，

ホームネットワーク上のソフトウェアエレメント

を検索するためのディレクトリサービスを提供す

る。Registry は機器内(ローカル)にあるソフト

ウェアエレメントの SEID とその属性情報が登録

されるデータベースを管理する。HAViのメッセー

ジ通信を行いたいソフトウェアエレメントはReg-

istryのRegisterElement APIを用いて，自分の

SEIDとその属性情報(ソフトウェアエレメントの

種類やベンダIDなど)をRegistryに登録する。登

録されたソフトウェアエレメントはホームネット

ワーク上の他のソフトウェアエレメントから見え

るようになり，通信(APIの呼び出しなど)が可能に

なる。特定のソフトウェアエレメントの SEID を

検索したい場合は，属性情報をパラメータとして

RegistryのGetElement APIを呼び出すことによ

り SEID を得ることができる。また SEID をパラ

メータとしてRetrieveElement APIを呼び出すこ

とにより属性情報を取り出すこともできる。これ

らの API を受けた Registry は自ら持つデータ

ベース内を検索すると共に，他の FAV・IAV 機器

上にある全ての Registry に対し検索依頼を出す

ので，ホームネットワーク全体としての検索を行

うことができる。

4.5 DCM Manager

DCM Managerは BAVまたはLAV機器のためのDCM

図 7 リクエスト・レスポンス プロトコル

4.3 Event Manager

HAViのソフトウェアエレメントは機器やネット

ワークあるいはソフトウェアエレメント自身の状

態が変化した時にイベントを発行し，他のソフト

ウェアエレメントにその状態変化を通知すること

ができる。Event Managerは全てのFAVとIAV機器

に実装され，イベントの発行とその登録などのイ

ベント管理サービス機能を提供する。イベントの

種類はSystem Event として HAVi で定義されてい

るものの他にメーカー独自のイベントを定義する

ことも可能である。イベントはソフトウェアエレ

メントが存在する機器内(ローカル)だけに送る場

合とホームネットワーク上の他のFAV・IAV機器全

て(グローバル)に送る場合がある。System Event

は種類によってローカルかグローバルかが規定さ

れているが，メーカー独自のイベントは発行する

側で決めることができる。グローバルのイベント

の場合はイベントを受けたEvent Manager が他の

FAV・IAV機器上にある全てのEvent Managerにイ

ベントの転送を依頼する。イベントを発行したい

ソフトウェアエレメントはイベントの種類と付加

情報を用意してローカルの Event Manager の

PostEvent APIを呼び出す。またソフトウェアエレ

メントがイベントを受けたい場合にはEvent Man-

agerに興味のあるイベントの種類を登録しておく

ことにより，そのイベントが発行された際にEvent

Managerから通知を受けることができる。
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コードユニットのインストールとアンインストール

を行うサービスを提供する。DCM ManagerはFAV機器

には必須であるが，IAV機器はBAVまたはLAV機器を

ホストしない場合には必要ない。ホームネットワー

クに機器が新たに接続された時にDCMコードユニット

がインストールされる手順を以下に示す。

1.DCM ManagerはまずSDDデータを解析してそ

の機器の Device Class を調べ，BAV または

LAV であった場合に次のステップに移る。

2. ネットワーク上に複数の FAV または IAV 機

器がある場合HAViで規定されたDCMマネジメ

ントプロトコルにしたがって各DCM Manager

が調停を行い，この中の1つがリーダーとし

て選ばれる。

3.リーダーは他の DCM Manager から DCMのイ

ンストール情報を集め，どのDCM Managerが

ホストととして最適なのかを決定し，インス

トールの指令を出す。

4.指名されたDCM Managerは指定の場所(BAV

機器の S D D データ，指定の U R L ，指定の

embeddedDCM)からDCMコードユニットをイン

ストールする。

5.DCM ManagerはインストールされたDCMコー

ドユニットに対してinstall APIを呼び出す。

これによりDCMとFCMがインストールされてソ

フトウェアエレメントとして起動する。

4.6 Stream Manager

Stream ManagerはIEC61883(7)プロトコルに基

づいたコネクション管理サービスを提供する。

Stream Manager は FAV 機器には必須であるが，

IAV機器はこのサービスを必要とする場合にオプ

ションとして実装される。ここでは HAVi コネク

ションの特徴とStream Managerのサービスにつ

いて解説する。

4.6.1 HAVi コネクションの特徴

HAVi コネクションの特徴を以下に示す。

(1)FCM間のEnd to End接続

HAVi のコネクションは FCM プラグに始ま

り，FCMプラグで終端する。また1つのソース

(送出側)FCMプラグに複数のシンク(受信側)

FCMプラグが接続できる。

(2)3種類のトランスポートタイプ

Internal(機器内部の接続)，IEC61883

( I E E E 1 3 9 4 バスで接続された機器間の

IEC61883 に基づく接続)，Cable(IEC61883

以外の機器間の接続)の 3種類をサポートす

る。Cable 接続の具体的な方法については

メーカー依存となる。

(3)ストリームタイプを定義

コネクション毎にストリームタイプが設定

される。FCMプラグは複数のストリームタイ

プをサポートできる。

4.6.2 Stream Managerが提供するサービス

Stream Manager は HAVi コネクションの確立，

破棄，状態取得など以下のサービスを提供する。

(1)コネクションの確立と破棄

FCMプラグとFCMプラグの両端を指定した

接続に加え，Broadcast IN/OUT(7)もサポート

する。また不正にコネクションが破棄され

ないように管理を行う。

(2)リソースの確保

アイソクロナスチャンネル(3)，帯域幅(3) ，

PCR(7)などコネクションに必要なリソースを

確保する。

(3)コネクション情報の管理

自らが管理するコネクション情報に加え，

他のFAV・IAV機器上のStream Managerから

も情報を取得し，ホームネットワーク全体

のコネクション情報を提供する。

(4)プラグの互換性チェック

コネクション確立要求を受けた際に両端の

プラグのストリームタイプをチェックし，

互換性のないプラグ同士の誤接続を防ぐ。

(5)ホームネットワークの状態変化への対応

バスリセットが発生した際にコネクション

の復旧を行う。また機器がネットワークか

ら外れた場合やリソースが不足してコネク

ションが維持できなくなった場合などには

イベントを発行し，ソフトウェアエレメン

トに通知を行う。
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アエレメントだけに限られる。Secondaryのリザー

ブは他のソフトウェアエレメントが使用していな

い機能のみに限定の制御権ではあるが，リソース

によって決められる数までのソフトウェアエレメ

ントに対して認められる。このように1つのリソー

スを複数で共有して使用することができる。

また既にリザーブされているリソースを横取り

することもできる。この場合には通常リザーブし

ているソフトウェアエレメントに対し Resource

Managerを通じて権利の放棄を要求し，承諾が得ら

れた場合に権利を獲得することができる(図 9)。

4.7.2 Scheduled Action Management

Scheduled Actionはホームネットワーク上のリ

ソースを1つ以上使った連携動作を所定の時刻に開

始・終了するといういわゆる予約動作のことであ

る。アプリケーションは予約を行うために，開始・

終了時刻とそのときに発行するコマンド，使用する

図 9 ネゴシェーションの手順

図 8 リザーブの手順

4.7 Resource Manager

Resource ManagerはResource Reservationと

Scheduled Action Managementと呼ばれるリソー

スマネジメントサービスを提供する。Resource

Manager は FAV 機器には必須であるが，IAV 機器

に対しては少なくとも1つのDCMのホストになる

ことができる場合に実装される。ここではリソー

スマネジメントの各機能ついて解説する。

4.7.1 Resource Reservation

HAViにおけるリソースとはTunerや VCRなどの

FCMを示す。アプリケーションはこれらを排他的に

使用する際にリソースの制御権を得る(リザーブす

る)必要がある。このためにはFCMを指定してRe-

source ManagerのReserve APIを呼び出す(図8)。

リザーブには Primary と Secondary の 2種類があ

る。Primary のリザーブはリソースに対する全て

の制御権が得られるが，これは 1 つのソフトウェ
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FCMプラグなどをパラメータとしてResource Man-

agerの ScheduleAction APIを呼び出す。Resource

Managerは指定の時刻において全ての必要なリソー

ス(DCM，FCM，コネクション関連のリソース)がホー

ムネットワーク上に存在し，なおかつ確保(リザー

ブ)できることをチェックした上でこのScheduled

Actionの動作を保証する役目を果たす。この際関連

する DCM に対して予約状況のチェックを依頼する。

開始時刻に実際に各種コマンドを実行するのはRe-

source Manager自身でも良いが，コントロールアプ

リケーションと呼ばれるソフトウェアエレメントで

実行させることもできる。コントロールアプリケー

ションを使用する場合，Schedule Action APIを呼

び出す際にコントロールアプリケーションのSEID

を指定しておくと開始時刻にResource Managerがコ

ントロールアプリケーションに対して通知を発行す

ることができ，これをトリガとして実際の動作が開

始される。またネットワークから機器が取り外され

るなど予約を受け付けたScheduledActionが実行で

きない状態になることも考えられるが，Resource

Managerはこのような場合にイベントを発行し，ソフ

トウェアエレメントに通知を行う。

5. まとめ

HAViの機器制御モデルとソフトウェアアーキテ

クチャおよび提供されるサービスについての概略

を説明した。AV 機器を HAVi に対応させることに

よりマルチブランドによるホームネットワークを

柔軟に運用し，魅力的なアプリケーションを開発

することができる。

HAVi仕様は2001年 5月にバージョン1.0の改訂

版であるバージョン1.1が公開され，HAVi仕様に基

づいた製品が普及するための環境が整いつつある。

今後は Jini や UPnP など他のネットワークとのブ

リッジの開発や他のカテゴリーの機器をHAVi に適

用するための活動が行われていく予定である。
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